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1 略解 – 行列の指数関数
1. eX = ( cosh 2 sinh 2

sinh 2 cosh 2 ).

2. eO = E.

3. eX = E + X = ( 1 2
0 1 ).

4. eX =
(

e1 0
0 e−2

)
.

5. X の固有値 λ± = ±2, 固有ベクトル v+2 =
( √

3
1

)
, v−2 =

(
1

−
√

3

)
. よって X は

P =
( √

3 1

1 −
√

3

)
により,

X = PDP−1, D = ( 2 0
0 −2 )

と対角化される. よって

eX = P eDP−1 = P
(

e2 0
0 e−2

)
P−1 = 1

4
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)
.

2 quiz – 行列の指数関数の性質
1. X(t) =

(
1 t
t2 t3

)
のとき ((X(t))2)′ を求めよう.

2. 2 × 2 行列 Y (t) に対する常微分方程式

Y ′(t) =
(

1
√

3√
3 −1

)
Y (t), Y (0) = −2E

の解をあてずっぽうで求めて確かめよう.

3. 任意の実数 t に対して　 etX の行列式が 1であるための X の条件を求めよう.
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